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果が見られ (Koizumiet al., 2001), 昇温を同時に
行うとさらに生長が促進されることがわかっている


































5段階の変温（昼間I夜間： 15℃ /10℃, 20℃ /15℃, 
25℃ /20℃, 30℃ /25℃, 35℃ /30℃)に設定した 5










希釈Knop溶液(KH2P04,125 mg L 1 ; KCL, 60 mg 
v1; Ca(NO必.4止0,500 mg L1; MgS04・7H位，
125 mg L 1 ; FeCh, 微量）を SL満たした．水深は約
6.3cmであった．藻類の発生を防ぐため，市販の防
藻剤（テトラアルジミン， Tetra) を規定量の 2倍





















(3) 昇温•高 CO2 影響実験
筑波大学陸域環境研究センター内に設置された温





















x深さ 20cm) を堀り， 1/2希釈 Knop溶液を 88.4L
（水深約 6.5cm)満たし，防藻剤（テトアルジミン）
を規定量の 2倍 (0.1%)加えた．ここに底に穴のあ
いたコンテナー（長さ 16cmX幅 12cmX深さ 7cm)


















/15℃区で最大となり，約 1.3mg dwとなった (Fig.
I). これに対し， 25℃/20℃以上の高温と 25℃/20℃ 
の低温ではその 1/2はどのハイオマスでしかなかっ
た．同様に葉面積も 20℃/15℃区で最大の 1.7cm2 
となったがそれ以外の温度との差はバイオマスの
場合よりも小さかった．
(2) 昇温•高 CO2 影響実験
実験期間中の対照区における水温の日変化は
20℃から 35℃の間を推移した．平均水温は対照区で
26.4℃, T2区で 27.7℃,CT2区で 28.1℃であった・
H最高水温の平均値は，対照区 31.6℃, T2区で
33.8℃, CT2区で 34.2℃であった．気温は対照区よ























Fig. I. Biomass(a) and leaf area (b) of L. aouk1kusa grown at 
alternated temperature regimes. Bars indicate SD of 
the mean. (n=6) 
度差より小さくなっていた．これは水の比熱が空気
よりも大きく，温まりにくかったためと考えられる．






約 2.2mgdwとなった (Fig.2). これに対し， T2










































Normal T2 CT2 
F1g.2. Biomass, leaf area and mean water temperature 
during the experimental period. Columns:a,b10mass, 
b,leaf area. Closed circles:mean water temperature 







言われている (Zirschkyand Reed, 1988). 例え
ば，イボウキクサ(Lemnagibba)では 22℃-25℃ 
(Guy et al., 1990a) , ウキクサ (Spirodela

















































polyrhiza) , イチョウウキゴケ (Ricciocarpus
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